
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3005 

令和５年度 工業科（建築・都市工学科） 

 

教科 工業 科目 
構造力学 

（前期集中） 
単位数 １単位 年次 １年次 

使用教科書  

副教材等 学校作成教材 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

構造物を安全に設計し、施工するために必要な科目であることを理解した上で講義を聴き、問題

や演習に取り組んでください。課題や復習プリントを配布して学習するため、復習は必ず行うよ

うにしましょう。授業ノートについては、板書を書き写すだけでは評価の対象になりません。授

業中のポイントや自身で気づいたこと、授業中の説明の内容などを記入していきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・設計・施工を行うために必要な力学に関する基本的な知識と技術を取得する。 

・計画・設計・施工を行うために必要な測量に関する基本的な知識と技術を取得する。 

・構造物を設計する際に適切に思考・判断し、創意工夫した手法で的確に表現する力を身につけ

る。 

・測量を行うために作業工程を思考・判断し、正確な手法で適切に実測結果を表現する力を身に

つける。 

・設計・施工技術者としての望ましい心構えや態度を身につける。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

設計・施工を行うために必

要な力学に関する基本的な

知識と技術を取得してい

る。 

計画・設計・施工を行うため

に必要な測量に関する基本

的な知識と技術を取得して

いる。 

構造物を設計する際に適切

に思考・判断し、創意工夫し

た手法で的確に表現する力

を身に付けている。 

測量を行うために作業工程

を思考・判断し、正確な手法

で適切に実測結果を表現す

る力を身につけている。 

構造物の安全性に関して関

心を持ち、その基礎的・基本

的な知識と技術の習得に対

して主体的に取り組むとと

もに、設計・施工技術者とし

ての望ましい心構えや態度

を身につけようとしている。 

上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

 

 

 

 

 

前 

期 

構

造

物

に

働

く

力 

・いろいろな構造物 

  

 

a:安全で合理的な構造物をつくる

ために必要な基礎的な知識を身

につけている。 

b:構造物の社会的役割を理解し、

自らの考えを表現できる。 

c:身近にある建築物を注意深く観

察し、考察しようとしている。 

確認テス

ト 

 

定期考査 

 

 

 

 

演習 

 

提出ノー

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表・発

言 

 

学習状況

の観察 

・構造物に働く力 

 

a:構造物に影響を与える荷重と外

力に関する基本的な内容を理解

している。 

b:構造物に働く力の社会的役割を

理解し、自らの考えを表現でき

る。 

c:身近にある建築物を注意深く観

察し、働く力について考察しよう

としている。 

確認テス

ト 

 

定期考査 

 

 

 

 

演習 

 

提出ノー

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表・発

言 

 

学習状況

の観察 

・力学的に見た構造物 a:力学上の仮定や設定について理

解している。 

b:構造物の力の流れが力学的にど

のような特徴があるかについて判

断・表現できる。 

c:仮定や設定、特徴について関心

をもち、多面的に調べることがで

きる。 

確認テス

ト 

 

定期考査 

 

 

 

 

演習 

 

提出ノー

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表・発

言 

 

学習状況

の観察 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

力
の
基
本 

・力 a:力に関する基本的な内容を理解

し、単位の理解や力の３要素の

図示、力のモーメントの計算がで

きる。 

b:演習や実験を通して力に関する

基本的な力の仮説や考察ができ

る。 

c:力について関心をもち、多面的

に調べたり考えようとしたりするこ

とができる。 

発表・発

言 

 

確認テス

ト 

 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習 

提出ノー

ト 

 

発表・発

言 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習状況

の観察 

・力の合成と分解 a:力の合成および分解を、図式解

法や算式解法で求めることがで

きる。 

b:力の合成および分解を身近な事

象を例に考察することができる。 

c:合成や分解を利用して、安全な

構造物を建てるためのデータに

活用しようとしている。 

確認テス

ト 

 

定期考査 

 

 

 

 

演習 

 

提出ノー

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表・発

言 

 

学習状況

の観察 

・力の釣合い a:力の釣合条件について基礎・基

本を理解し、釣合条件を求めるこ

とができる。 

b:図式解法の検証や算式解法の

説明や証明など、力の合成・分

解について考察することができ

る。 

c:釣合い条件を把握し、問題解決

に活用しようとしている。 

確認テス

ト 

 

定期考査 

 

 

 

 

演習 

 

提出ノー

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表・発

言 

 

学習状況

の観察 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度  

 

 

学 

期 

単
元名 学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 
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前
期 

距

離

測

量 

・地球の大きさ 

 

 

a:地球の大きさと長さの単位に

関する知識の理解と測定技術

の習得 

b:地球の大きさと長さの単位に

関する思考と判断 

c:地球の大きさと長さの単位に

関心をもち、主体的に取り組む

態度 

 

 

 

小テスト 

 

 

定期考査 

学習状況

の観察 

 

小テスト 

 

 

定期考査 

学習状況

の観察 

 

 

提出物 

 

定期考査 

 

・距離の測定 

 

a:距離の測定に関する知識の理

解と技術の習得 

b:距離の測定に関する思考と判   

 断 

c:距離の測定に関心をもち、主体

的に取り組む態度 

 

 

 

小テスト 

 

 

定期考査 

学習状況

の観察 

 

小テスト 

 

 

定期考査 

学習状況

の観察 

 

 

提出物 

 

定期考査 

・測距器械 a:光波測距儀・ＧＮＳＳ・ＶＬＢ

Ｉに関する知識の理解と技術

の習得 

b:光波測距儀・ＧＮＳＳ・ＶＬＢ

Ｉによる距離測定に関する思

考と判断 

c: 光波測距儀・ＧＮＳＳ・ＶＬＢ

Ｉに関心をもち、主体的に取り

組む態度 

 

 

 

 

小テスト 

 

定期考査 

学習状況

の観察 

 

 

小テスト 

 

定期考査 

学習状況

の観察 

 

提出物 

 

 

定期考査 

水

準

測

量 

・水準測量の器械・器具 a:水準測量の器械・器具に関する

知識の理解と技術の習得 

b:器械・器具の検査・調整に関す

る思考と判断 

c:水準測量の器械・器具に関心を

もち、主体的に取り組む態度 

 

 

 

 

小テスト 

 

定期考査 

学習状況

の観察 

 

 

小テスト 

 

定期考査 

学習状況

の観察 

 

提出物 

 

 

定期考査 

・水準測量の方法 a:水準測量の方法（昇降式、器高

式）に関する知識の理解と技術

の習得 

b:水準測量の方法（昇降式、器高

式）に関する思考と判断 

c:水準測量の方法（昇降式、器高

式）に関心をもち、主体的に取

り組む態度 

 

 

 

 

小テスト 

 

定期考査 

学習状況

の観察 

 

 

小テスト 

 

定期考査 

学習状況

の観察 

 

提出物 

 

 

定期考査 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度  

 


